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編

集

後

記

きずなきずな

　

将
棋
の
最
年
少
プ
ロ
棋
士
、
藤
井
聡
太

四
段
（
14
）
が
竜
王
戦
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
30
年
ぶ
り
に
記
録
更
新
と
な
る
29
連
勝

の
偉
業
を
達
成
し
、
日
本
中
を
沸
か
せ
て

く
れ
た
が
、
７
月
２
日
、
佐
々
木
勇
気
五

段
に
敗
れ
「
30
」
連
勝
と
は
な
ら
な
か
っ

た
。
彼
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
大
い
に
期

待
し
た
い
と
思
う
。

　

敗
れ
た
と
い
え
ば
、
同
じ
７
月
２
日
に

行
わ
れ
た
東
京
都
議
選
で
は
、
自
民
党
が

歴
史
的
な
惨
敗
で
あ
っ
た
。
今
回
の
選
挙

は
、
安
倍
政
権
運
営
を
左
右
す
る
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
注
目
さ
れ
た
選
挙
で
あ
っ
た

が
、
「
加
計
学
園
」
問
題
や
、
防
衛
大
臣

の
「
失
言
問
題
」
な
ど
の
逆
風
に
打
ち
勝

つ
こ
と
が
で
き
ず
、
小
池
都
知
事
が
率
い

る
「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」
が
圧
勝
し

た
。
こ
の
敗
北
に
よ
り
、
安
倍
自
民
党
が

ど
の
よ
う
に
信
頼
を
取
り
戻
す
の
か
、
ま

た
、
こ
の
ま
ま
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
が

国
政
に
進
出
し
、
日
本
全
体
に
影
響
を
及

ぼ
す
の
か
、
今
後
、
国
民
に
と
っ
て
は
大

き
な
関
心
事
で
は
な
い
か
と
思
う
。

※
前
回
101
号
の
2
頁
・
1
段
目
、
後
ろ
か

ら
7
行
目
･
5
文
字
目
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。　

誤
⇩
額　

正
⇩
増

皆様の傍聴をお待ちしております。

6月定例会の傍聴者は、47人でした。

9月です。次の定例会は

議事録は 『苓北町役場ホームページ』

http://reihoku-kumamoto.jp/gikai-gijiroku/

　　　　　　　　　　　　で閲覧できます。

議  会  日  誌
※主なものを載せています

29日 長崎苓北会

9日

10日

23日

31日

島原・天草・長島架橋建設促進期成会

総会

苓北町議会活性化等検討特別委員会

議会運営委員会　

全国議長会・議長副議長研修会

1日

7日

〃  

8日

〃  

18日

　　　　8・20・27・30日

正副議長による県関係国会議員

への要望

平成29年第14回議会定例会

全員協議会

平成29年第14回議会定例会

議会活性化等検討特別委員会

関西ふるさと会

　

広報委員会

４月

５月

６月

5日 広報委員会

７月

広域基幹林道の地滑り

  現在も止まらない状況！

広域基幹林道の地滑り

  現在も止まらない状況！

（都呂 ・々杉ノ迫地区）（都呂 ・々杉ノ迫地区）

　昨年４月に発生した熊本地震

直後より、現在も止まらない広

域林道都呂々木場杉ノ迫地区の

地滑り災害の状況写真。

　また、その他に都呂々町道善

亀線も地滑りが発生し路面が約

15センチの段差が生じている箇

所もある。

表紙写真
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志岐漁港

公有水面

あらたに生じた土地

町道　
浜の町

線

承
認
第
３
号

承
認
第
４
号

承
認
第
６
号

承
認
第
９
号

議
案
第
34
号

議
案
第
35
号

議
案
第
36
号

議
案
第
37
号

議
案
第
38
号

承
認
第
２
号

承
認
第
１
号

報
告
第
３
号

討　

論

承
認
第
７
号

承
認
第
８
号

承
認
第
５
号

　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
５
８
万

円
を
減
額
し
、
１
億
４
４
５
万
４

千
円
と
す
る

●
平
成
28
年
度
水
道
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
２
４
万

４
千
円
を
減
額
し
、
２
億
４
千
５

７
３
万
６
千
円
と
す
る

●
平
成
28
年
度
下
水
道
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
３
７
万

６
千
円
を
減
額
し
、
３
億
４
千
１

３
１
万
８
千
円
と
す
る

●
平
成
28
年
度
宅
地
造
成
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
６
万
５

千
円
を
減
額
し
、
７
８
６
万
２
千

円
と
す
る

　

あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

一
、
土
地
の
所
在

　

天
草
郡
苓
北
町
志
岐
字
八
ツ
尾

原
１
０
０
２
の
１
、
１
０
０
２
の

３
、
１
０
０
３
の
１
及
び
１
０
０

３
の
４
に
隣
接
す
る
無
番
地
（
水

路
、
堤
）
並
び
に
１
０
１
３
の
２

に
隣
接
す
る
無
番
地
（
道
路
、

堤
）
地
先
公
有
水
面
埋
立
地

二
、
面
積

　

７
３
２
・
３
５
平
方
メ
ー
ト
ル

浜
口
議
員

　

漁
港
海
岸
、
港
湾
海
岸
と
違
っ

た
取
り
扱
い
。
緩
傾
斜
護
岸
は
埋

め
立
済
み
な
の
に
新
た
な
土
地
と

し
て
は
認
め
な
い
と
い
う
扱
い
が

こ
の
釜
海
岸
だ
け
。
現
状
断
面
で

は
埋
め
立
て
盛
土
は
法
的
に
担
保

さ
れ
な
い
国
土
と
な
る
。
本
町
の
、

こ
の
北
海
岸
、
東
海
岸
は
冬
季
の

風
波
は
ひ
ど
い
。
被
害
対
策
も
明

確
な
法
的
根
拠
を
持
た
な
い
。

　

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

一
、
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地

　

天
草
郡
苓
北
町
志
岐
字
八
ツ
尾

原
１
０
０
２
の
１
、
１
０
０
２
の

３

、

１

０

０

３

の

１

及

び

1
0
0
3
の
４
に
隣
接
す
る
無
番

地
（
水
路
、
堤
）
並
び
に
１
０
１

３
の
2
に
隣
接
す
る
無
番
地
（
道

路
、
堤
）
地
先
公
有
水
面
埋
立
地

７
３
２
・
３
５
平
方
メ
ー
ト
ル

二
、
編
入
す
る
字

　

苓
北
町
志
岐
字
八
ツ
尾
原

●
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　

算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５
６
万

５
千
円
増
額
し
、
４
７
億
４
千
２

５
６
万
５
千
円
と
す
る

主
な
内
容　

平
成
28
年
度 

繰
越
明
許
費
の
報
告 6月

7日・8日

専
決
処
分
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

平成28年度　繰越明許費繰越計算書　（一般会計）

社会保障・税番号制度導入事業

個人番号カード交付等事業

保育所等整備交付金事業

海岸漂着物等地域対策推進事業

林道事業

漁村再生交付金事業

町道改良事業

橋梁維持事業

自然災害防止事業

歴史まちづくり事業

林道施設災害復旧事業

公共土木施設災害復旧事業

　　　合　　　　　　　計

1,900

607

6,497

6,132

11,000

107,770

5,211

22,400

20,000

46,655

4,860

118,000

351,032

1,900

607

6,497

6,132

11,000

107,770

5,211

22,400

20,000

46,650

4,860

114,712

347,739

0

607

4,331

4,743

0

52,299

1,711

9,185

0

20,654

3,999

68,555

166,084

0

0

0

0

0

47,000

1,200

6,700

19,900

20,600

500

30,500

126,400

0

0

0

415

0

0

0

0

0

0

0

0

415

1,900

0

2,166

974

11,000

8,471

2,300

6,515

100

5,396

361

15,657

54,840

（単位：千円）

事　　　業　　　名 金　額

左　の　財　源　内　訳
翌年度

繰越額
未 収 入 特 定 財 源

一般財源
国庫支出金 地 方 債 その他

第
14 

回 

定
例
会

議案第３４号

議案第３５号

議案第３６号

議案第３７号

議案第３８号

議　　　　案

新たに生じた土地の確認

字の区域の変更

平成29年度一般会計補正予算

平成29年度国民健康保険特別会計補正予算

平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算

結
果

松
本
廣
田
高
戸
松
野
倉
田
石
田
野
﨑
浜
口
田
嶋
山
下
錦
戸

表 採 決

賛成・反対

可決

可決

可決

可決

可決

8・1

8・1

9・0

9・0

9・0

○  ○  ○  欠  ○  ○  ○  ●  ○  欠  ○

○  ○  ○  欠  ○  ○  ○  ●  ○  欠  ○

○  ○  ○  欠  ○  ○  ○  ○  ○  欠  ○

○  ○  ○  欠  ○  ○  ○  ○  ○  欠  ○

○  ○  ○  欠  ○  ○  ○  ○  ○  欠  ○

賛否表（第14回議会定例会）　　　　○ 賛成 ・ ● 反対

議案番号

※承認第１号から承認第９号は全議員賛成（松野議員・山下議員　欠席）

同
意
第
２
号

原
案
同
意

同
意
第
３
号

原
案
同
意

反
対

　

苓
北
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

主
な
改
正
の
内
容

　

震
災
等
に
よ
り
滅
失
し
た
固
定

資
産
に
代
わ
っ
て
取
得
し
た
固
定

資
産
に
対
す
る
特
例
措
置
、
肉
用

牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
か

か
る
課
税
特
例
適
用
期
限
３
年
延

長
、
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化

特
例
適
用
期
限
２
年
延
長
な
ど

　

苓
北
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

主
な
改
正
の
内
容

　

５
割
軽
減
、
２
割
軽
減
額
の
算

定
基
準
を
見
直
し
、
軽
減
の
対
象

者
を
拡
大
す
る
も
の
で
、
33
万
円

の
基
礎
控
除
額
に
加
え
る
被
保
険

者
の
数
に
か
け
る
金
額
を
、
５
割

軽
減
に
お
い
て
は
26
万
５
千
円
か

ら
27
万
円
に
、
２
割
軽
減
に
お
い

て
は
48
万
円
か
ら
49
万
円
に
そ
れ

　

港
湾
整
備
交
付
金
補
助
金
・
志

岐
集
会
所
放
送
設
備
修
繕
費
の
増

●
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３
万
を

増
額
し
、
１
３
億
１
千
１
７
８
万

円
と
す
る

主
な
内
容　

　

前
期
高
齢
者
納
付
金
の
増

　
　

 

●
平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
万
３

千
円
を
減
額
し
、
１
億
７
３
８
万

７
千
円
と
す
る

主
な
内
容　

　

長
寿
・
増
進
事
業
内
容
の
修
正

に
伴
う
減

●
苓
北
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

　

員
会
委
員
の
選
任

　
　
　
　

荒
木　

康
英

●
苓
北
町
固
定
資
産
評
価
員
の
選

　

任　
　
　
　
　

　
　
　
　

宮
﨑　

裕
昭

ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
た
も
の

●
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　

算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
千
８
９

０
万
７
千
円
を
減
額
し
、
５
４
億

８
千
５
３
万
８
千
円
と
す
る

●
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
８
８

１
万
２
千
円
を
減
額
し
、
１
２
億

６
千
７
５
８
万
４
千
円
と
す
る

●
平
成
28
年
度
介
護
保
険
特
別
会

　

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
７
５
万

円
を
減
額
し
、
８
億
７
千
３
７
８

万
９
千
円
と
す
る

●
平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
医
療　2016年4月14日と16日に熊本地震が発生し一年が経過した。

　地震で被害にあった住宅は、全壊約8,600棟、半壊約34,000棟、一部損壊約147,000棟、合計約19万棟に及んでいる。現在も仮設

住宅や、借り上げ仮設住宅、あるいは雨漏りの修理もできない自宅で生活している被災者もいる。被災者だけの努力では限界も

あり、再建はなかなか進んでいない現状がある。

　被災者に対し被災者生活再建支援法に基づく支援金の支給がなされてはいるが、住宅が半壊以上の被災世帯が対象となり一部

損壊の被災世帯は支給対象外となっている。また、支援金限度額は300万円を超えない範囲となっており、住宅再建に対して踏

み切れない状況もあるのではないかと考える。

　被災者生活再建支援法の支給金額や支給の対象となる被災世帯の枠組みを広げることは、今後の大規模災害発生後の被災地の

早急な復興にとても重要なことであると思う。そこで、被災者生活再建支援法第3条の規定にある支援金の支給額を増額、さら

に規定にない一部損壊についても支援金支給を設けるなど、あらたな法制度の見直しを行っていただくよう強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　平成 ２９ 年　６月　８日

熊本地震被害者の住宅再建に関する意見書

衆議院議長　　大島　理森 様

内閣総理大臣　安倍　晋三 様

国土交通大臣　石井　啓一 様 熊本県苓北町議会　議 長　山本　政人

（
条
例
2
件
、
予
算
7
件
）
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４
月
29
日
（
土
）
、
長
崎
市
内
の

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ン
ダ
で
約
70
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

苓
北
町
か
ら
は
田
嶋
町
長
、
議

会
か
ら
は
山
本
議
長
を
は
じ
め
山

下
時
義
・
松
野
重
幸
・
田
嶋
豊
昭

各
議
員
、
町
職
員
、
各
種
産
業
団

体
関
係
者
の
計
11
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

総
会
は
、
平
成
28
年
度
事
業
報

告
、
会
計
報
告
、
平
成
29
年
度
活

動
計
画
、
役
員
紹
介
が
行
わ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
長
崎
県
知
事

（
代
理
）
、
長
崎
市
長
、
長
崎
・
苓

北
交
流
倶
楽
部
代
表
（
代
理
）
、
苓

北
町
長
、
町
企
画
政
策
課
長
（
町

の
紹
介
）
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

懇
親
会
は
、
山
本
議
長
の
乾
杯

で
始
ま
り
、
中
国
変
面
シ
ョ
ー
、

じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
と
有
意
義
な

交
流
が
出
来
ま
し
た
。（

田
嶋
豊
昭
）

　

大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
の

4
階
は
、
苓
北
弁
で
あ
い
さ
つ
を

交
わ
す
人
た
ち
で
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
6
月
18
日
（
日
）
、
関
西
ふ
る

さ
と
苓
北
会
第
26
回
総
会
と
懇
親

会
が
2
0
0
名
近
い
出
席
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

富
岡
出
身
の
幹
事 

中
村
陽
子

さ
ん
の
司
会
で
第
1
部
が
開
会
。

坂
瀬
川
出
身
の
山
﨑
信
親
会
長
、

名
誉
会
長
の
田
嶋
町
長
、
兵
庫
県

副
知
事 

金
澤
和
夫
さ
ん
（
元
熊

本
県
副
知
事
）
、
苓
北
町
議
会
か

ら
錦
戸
副
議
長
が
あ
い
さ
つ
を
さ

れ
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ
が
続
き
ま

し
た
。

　

第
2
部
は
富
岡
出
身
の
松
尾
く

ら
ら
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
等
々
、

抽
選
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

後
方
で
は
例
年
通
り
故
郷
の
物
産

店
が
大
に
ぎ
わ
い
で
、
な
つ
か
し

い
品
々
を
買
い
求
め
る
人
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
帰
り
は
大
き
な
土
産

袋
を
重
た
そ
う
に
持
っ
て
る
人
が

た
く
さ
ん
で
、
ま
た
来
年
も
参
加

し
ま
す
と
言
っ
て
る
人
が
大
勢
で

し
た
。
気
が
ね
な
く
田
舎
の
な
ま

り
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
、
交
流
を

深
め
た
一
日
で
は
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
か
。　
　
　

（
石
田
み
ど
り
）

　

問
　　

過
疎
化
少
子
化
、
消
滅
自

治
体
の
話
が
さ
さ
や
か
れ
る
中

で
、
安
心
安
全
の
町
と
し
て
苓
北

町
を
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
特
に
子
供
や
孫
達
に
将

来
負
担
の
か
か
ら
な
い
行
政
の
執

行
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

先
の
議
会
で
「
大
型
の
投
資
に

伴
う
借
入
金
の
返
済
や
、
維
持
管

理
費
が
多
額
な
施
設
、
経
済
効
果

が
望
め
な
い
事
業
や
施
設
が
多
く

あ
る
一
方
で
、
町
民
に
不
安
を
あ

た
え
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
事

業
が
あ
り
、
町
財
政
を
圧
迫
し
て

い
る
」
と
い
う
質
問
し
た
。

　

29
年
度
予
算
に
お
い
て
も
、
町

民
に
直
接
関
係
す
る
防
災
、
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
ほ
か
数
々
の
問
題
点

が
取
り
残
さ
れ
、
町
民
に
不
安
、

不
便
、
不
備
そ
し
て
、
危
険
を
も

与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

苓
北
町
の
財
政
状
況
に
合
わ
せ

た
今
後
の
政
策
、
施
策
、
計
画
等

に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

町
長　

指
摘
の
よ
う
に
将
来
に
負

担
を
残
さ
な
い
よ
う
な
形
で
き
ち

っ
と
返
済
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
借
金
を
し
な
い
た
め
に

何
も
か
に
も
事
業
を
減
ら
し
て
い

く
と
い
う
事
に
な
る
と
、
い
ろ
ん

な
分
野
で
活
力
を
そ
ぐ
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
は
財
政
と
見
合
わ
せ
な

が
ら
、
や
っ
て
行
く
も
の
は
や
っ

て
い
く
と
言
う
考
え
方
で
行
き
た

い
。
財
政
の
健
全
化
の
中
で
や
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
借
金

は
借
金
で
あ
る
の
で
、
や
る
べ
き

仕
事
、
止
め
る
仕
事
を
し
っ
か
り

検
証
し
な
が
ら
財
政
健
全
化
を
更

に
進
め
て
行
く
。

　

問
　　

今
後
、
税
収
が
減
額
と
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、
10
年
後
の
借

入
金
の
返
済
と
徴
税
の
状
況
は
？

町
長　

振
興
計
画
の
中
で
作
成
し

て
い
る
。
税
収
に
つ
な
が
る
事

業
、
増
や
す
施
策
を
講
じ
た
い
。

課
長　

31
年
度
ま
で
の
財
政
計
画

を
作
成
し
て
い
る
。
30
年
度
に
振

興
計
画
を
策
定
す
る
の
で
、
洗
い

直
し
を
や
る
予
定
。　

　

問
　　

私
な
り
に
町
資
料
に
よ
り

公
債
費
率
を
変
動
の
少
な
い
固
定

資
産
税
に
よ
り
積
算
し
て
み
た
。

29
年
度
57
・
７
％
、
37
年
度
69
・
９

％
で
あ
っ
た
。
税
収
に
対
す
る
公

債
費
の
比
率
が
年
々
大
き
く
な

り
、
財
政
が
あ
や
ぶ
ま
れ
る
と
思

わ
れ
る
が
？

町
長　

交
付
税
が
入
っ
て
く
る
。

要
望　

今
後
、
交
付
税
措
置
が
い

つ
ま
で
続
く
か
分
ら
な
い
中
で
、

自
主
財
源
が
起
債
を
返
し
て
い
く

だ
け
の
余
力
が
あ
る
か
は
常
に
把

握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
他
か
ら
も
ら
う
財
源
を
当
て

に
し
た
行
政
は
、
将
来
が
危
ぶ
ま

れ
る
。
慎
重
に
対
応
を
望
む
。

　

問
　　

津
波
対
策
と
し
て
数
十
億

の
予
算
が
投
入
さ
れ
、
避
難
所
と

し
て
サ
ッ
カ
ー
場
や
広
場
等
は
整

備
さ
れ
た
が
、
最
優
先
と
し
て
取

り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
消
防

施
設
の
津
波
対
策
は
放
置
さ
れ
、

２
〜
３
ｍ
の
高
波
に
も
対
応
で
き

な
い
所
に
あ
る
消
防
倉
庫
に
は
手

も
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
又
消
防

倉
庫
（
第
１
班
）
の
入
り
口
は
、

崖
が
崩
壊
の
危
険
性
が
あ
る
が
、

応
急
の
対
策
さ
え
先
送
り
さ
れ
て

い
る
。
ど
う
対
応
さ
れ
る
か
？

課
長　

消
防
倉
庫
（
第
１
班
）
は

緊
急
防
災
減
債
事
業
で
行
う
。

　

津
波
に
対
す
る
消
防
倉
庫
の
対

応
は
、
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
今

後
、
消
防
団
と
協
議
を
し
な
が
ら

建
て
替
え
る
よ
う
に
し
て
行
く
。

　

問
　　

都
呂
々
涼
松
地
区
の
広
域

林
道
、
善
亀
地
区
の
地
滑
り
は
危

険
度
を
増
し
て
い
る
。
豪
雨
時
に

被
災
し
た
場
合
、
土
石
流
が
発
生

し
下
流
部
の
人
家
、
人
命
の
危
機

に
瀕
す
る
恐
れ
が
あ
る
が
？

課
長　

早
い
時
期
に
地
元
説
明
会

を
開
催
し
周
知
を
図
る
。

　

問
　　

農
業
従
事
者
の
減
少
や
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
、
こ
れ
に
伴

う
遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
地
の
増

加
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
遊
休
農

地
・
耕
作
放
棄
地
の
増
加
は
農
業

振
興
の
み
な
ら
ず
、
水
害
、
地
滑

り
、
急
傾
斜
崩
壊
等
の
国
土
保

全
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
鳥
獣
対
策
に

も
関
係
す
る
と
も
思
わ
れ
る
が
？

課
長　

独
自
産
業
化
の
推
進
補
助

金
と
し
て
、
新
し
い
作
物
の
取
り

組
み
に
補
助
金
制
度
を
創
設
し

た
。
小
規
模
農
家
が
取
り
組
み
や

す
い
作
物
と
助
成
制
度
に
よ
り
進

め
て
行
き
た
い
。

　

問
　　

苓
北
町
で
も
、
オ
リ
ー
ブ

の
栽
培
が
行
わ
れ
、
会
も
発
足
さ

れ
て
い
る
。
町
の
新
し
い
作
物
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
か
？

課
長　

オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
は
、
農

家
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
き

た
い
。
オ
リ
ー
ブ
農
家
の
対
策
と

し
て
、
29
年
度
か
ら
独
自
産
業
化

推
進
補
助
金
を
創
設
し
、
オ
リ
ー

ブ
油
の
搾
り
機
械
等
の
導
入
、
製

品
化
に
助
成
し
進
め
て
い
く
。

要
望　

町
道
及
び
林
道
、
公
園
、

町
駐
車
場
、
小
河
川
、
町
河
川
、

県
河
川
等
、
町
有
管
理
物
件
等
維

持
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。

そ
の
要
因
は
、
職
員
が
不
足
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
？

　

苓
北
町
民
は
、
質
の
良
い
町
民

サ
ー
ビ
ス
を
求
め
て
い
る
。
意
欲

と
能
力
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
職
場

を
作
り
、
町
民
に
応
え
る
べ
き
。

　
財
政
難
を
切
り
抜
け
る
為
に
、

職
員
を
減
ら
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
く
町
政
は
反
対
。
職
員
数

を
減
ら
す
前
に
事
業
を
見
直
し
、

無
駄
、
無
理
な
事
業
の
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
、
町
民
と
苦
楽
を
共
に
す

る
こ
そ
、
小
さ
な
町
が
進
む
べ
き

道
。
苓
北
町
に
は
、
大
事
業
よ
り
、

ま
だ
ま
だ
、
小
さ
な
事
で
、
町
民

の
方
々
が
求
め
ら
れ
て
い
る
諸
々

の
案
件
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

一

般

質

問 
（
６
議
員
登
壇
）

一

般

質

問 
（
６
議
員
登
壇
）

松 本 良 人 議員

苓北中学校体育祭で

　　生徒が掲げた“テーマ”

「積小為大 ～築け！

  　  　100年の礎～」
（小さな努力の積み重ねが、

　　やがて大きな収穫や発展に）

大丈夫か 苓北町の
　　１０年後、２０年後!

苓北町の財政状況に
合わせた今後の政策
を問う？

　午前9時30分、厳粛に山本議長の会

議宣告がなされ始まりました。

　最初に町長から諸般の報告と行政の

報告があり、各議員さん5名による一

般質問が行われました。各議員さんは

町民の代表として苓北町の現況を十分

理解し、諸問題に真剣な討議がなされ

ました。質疑応答は、町長始め職員の

皆さんが真摯な態度で答えられ、議会

進行は順調でした。課題も山積（少子

高齢化・人口減少）しており町長も財

政厳しい中、日々職員も豊かで安心し

て暮らせる町づくりに一丸となり、努

力しておられます。

　苓北町を思う気持ちは同じです。今

後も更に皆様に期待致します。ただ、

傍聴人が少なく、町民の皆様がもう少

し議会に興味を持ってほしいと思いま

した。

議会定例会を傍聴して

三 原 　徹

（馬場区）

　6月8日（木）に、議会定例会を午前中初めて傍聴させていただきました。

傍聴するに当たり『服装は何にしようか。どんな場所なのか、受付はど

うするのか』と不安がありました。ある人から『カジュアルな服装、今

日は議員による一般質問はないが、一般会計補正予算などの議案の可決

が主である。初めての傍聴なら議会の雰囲気を体感するのもよい経験』

とアドバイスをもらい安心しました。

　議場は役場玄関からすぐ右側2階でスロープを昇り、入口で傍聴者名

簿表に氏名・地区名を記入し傍聴席へ、約10名の傍聴者があり、議場は

国会中継で見る光景の縮小版でした。平成28年度一般会計補正予算など

を含む13項目の議案が可決、議員さんより都呂々ダム維持管理費、浜の

町湾岸の土地問題に町担当者との意見交換が活発に行われました。平成

29年度47億4千万円の予算が町民一人一人のため行政財政が有効的に運

用されていれば問題はありません。しかし、高齢者・年金受給者の増加、

少子化、実働者の不足、国・県よりの補助金減少等で激しくなっている

時、短期・長期ビジョンを町は充分検討された、箱物行政について民間

企業のごとく需要・供給のバランスを考え投資した財源を利益追求し、

今後の町の行政財政運営に活用されることを期待します。

　議員さん方には『現場に行き、現物を見て、現情を知り、原理・原則

のもと』、ポジティブな気持ちで町民の皆さんが安心して暮らせる町づ

くりに頑張ってください。

臼井喜久夫

（中通区）

関
西
ふ
る
さ
と
苓
北
会

ふ
る
さ
と
会
へ
参
加
し
て

ふ
る
さ
と
会
へ
参
加
し
て

長
崎
苓
北
会

町民の声町民の声
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浜 口 雅 英 議員

（
一
）
農
業
の
振
興

　

問
　　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
は
深

刻
。
撲
滅
へ
思
い
切
っ
た
対
策
が

必
要
。

町
長　

地
元
猟
友
会
に
捕
獲
の
全

面
委
託
等
も
あ
る
。
県
の
対
策
協

議
会
や
近
隣
の
市
と
取
組
む
。

　

問
　　

ナ
ル
ト
サ
ワ
ギ
ク
対
策
も

必
要
。

町
長　

県
、
牧
場
主
と
協
議
。
牧

草
の
生
育
で
抑
制
さ
せ
る
方
法
を

試
み
て
い
る
。

（
二
）
企
業
の
誘
致

　

問
　　

歯
止
め
が
効
か
な
い
人
口

減
少
に
、
働
く
場
所
の
提
供
が
効

果
的
。
熊
本
天
草
間
幹
線
道
路
全

線
完
成
が
絶
対
要
件
。
企
業
誘
致

状
況
は
。

町
長　

誘
致
を
進
め
て
い
る
マ
グ

ロ
養
殖
は
育
成
技
術
が
進
め
ば
進

出
が
考
え
ら
れ
る
。
旧
坂
瀬
川
公

民
館
跡
に
衣
類
製
造
業
が
操
業
予

定
。
５
名
程
の
雇
用
。

 

幹
線
道
路
は
今
年
の
10

月
29

日

に
島
民
の
決
起
集
会
を
行
う
。

（
三
）
観
光
客
の
誘
致
策
と

　
　
　

宿
泊
希
望
者
へ
の
対
応

　

問
　　

富
岡
茂
木
間
の
航
路
振
興

や
都
市
再
生
計
画
に
よ
る
宿
泊
希

望
者
の
見
込
み
数
は
。
宿
泊
場
所

の
確
保
は
課
題
と
さ
れ
て
い
た
。

町
長　

宿
泊
者
の
見
込
み
数
は
し

て
い
な
い
。
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
り
多
く
の
方
の
宿
泊
を
考
え
て

い
る
が
約
２
０
０
名
し
か
出
来
な

い
。
宿
泊
施
設
を
誘
致
す
る
。

（
一
）
児
童
・
生
徒
の

　
　
　
　

通
学
路
の
安
全
確
保

　

問
　　

通
学
路
の
安
全
性
は
確
保

さ
れ
て
い
な
い
。

町
長　

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
し
た
。
安
全
確
保
を

検
討
し
て
い
く
。

　

問
　　

国
道
、
県
道
、
町
道
に
係

る
交
差
点
横
断
歩
道
の
表
示
が
消

え
か
か
っ
て
い
た
の
で
『
横
断
歩

道
の
白
線
が
消
え
か
か
っ
て
い

る
。
児
童
生
徒
の
交
通
事
故
の
未

然
防
止
、
地
域
住
民
の
安
全
確
保

の
た
め
早
急
な
対
策
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
』
と
写
真
７
枚
を
添
付

し
、
平
成
29

年
４
月
17

日
に
『
知

事
へ
の
直
行
便
』
を
郵
送
。
県
は
、

『
本
件
は
、
熊
本
県
警
の
所
管
で

す
。
県
警
に
伝
え
る
の
で
詳
細
は

そ
ち
ら
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
』

こ
の
県
知
事
公
室
広
報
グ
ル
ー
プ

の
返
事
を
見
、
笑
止
千
万
、
『
知

事
へ
の
直
行
便
』
と
謳
い
な
が
ら

典
型
的
な
行
政
の
た
ら
い
回
し
。

町
は
用
紙
配
布
の
窓
口
だ
が
、
県

の
取
り
組
み
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

直
行
便
は
す
ぐ
解
決
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
る
が
解

決
で
き
な
い
問
題
も
あ
る
と
思
う
。

（
二
）
高
齢
者
の

　
　
　
　

交
通
手
段
の
確
保

　

問
　　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
町
有
バ
ス

を
最
大
限
活
用
し
高
齢
者
や
町
民

の
交
通
手
段
を
確
保
す
べ
き
。
色

ん
な
団
体
が
送
迎
等
に
自
動
車
を

運
行
。
町
内
バ
ス
等
の
運
行
者
で

協
議
会
等
を
組
織
し
安
全
で
効
率

的
な
運
用
経
費
節
減
等
協
議
し
た

ら
ど
う
か
。

町
長　

都
小
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
一

般
の
利
用
も
可
能
。
巡
回
バ
ス
と

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
計
画
は
課

題
検
討
中
。
高
齢
者
等
の
交
通
対

策
は
タ
ク
シ
ー
料
金
一
部
助
成
の

「
在
宅
高
齢
者
等
移
送
サ
ー
ビ
ス

事
業
」
を
実
施
。
本
事
業
等
の
充

実
に
よ
り
交
通
弱
者
対
策
に
努
め

る
。
巡
回
バ
ス
の
有
効
活
用
を
検

討
す
る
際
、
事
業
者
と
の
調
整
等

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
道
路
等
の
維
持
と
管
理

　

問
　　

富
岡
東
海
岸
町
道
は
大
雨

の
度
に
路
面
が
冠
水
し
車
両
、
ひ

と
等
近
隣
住
民
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

町
長　

富
岡
東
海
岸
の
富
岡
港
線

路
面
の
水
溜
り
は
車
や
人
の
通
行

に
影
響
が
あ
る
。
排
水
施
設
の
改

修
が
必
要
か
確
認
さ
せ
る
。
舗
装

の
傷
み
。
破
損
や
カ
タ
カ
タ
と
音

が
す
る
側
溝
蓋
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

が
必
要
な
箇
所
等
も
優
先
順
位
を

付
け
て
対
応
。
浜
之
町
海
岸
の
松

は
補
植
す
る
。

（
一
）
防
災
計
画

　

問
　　

防
災
計
画
に
原
発
の
事
故

を
想
定
し
た
対
応
が
示
さ
れ
て
い

る
。
直
近
の
原
発
は
鹿
児
島
県
と

佐
賀
県
に
立
地
。
近
年
近
隣
諸
国

で
国
同
士
の
関
係
緊
張
に
よ
る
攻

撃
用
ミ
サ
イ
ル
の
試
射
が
多
発
。

日
本
の
原
発
が
標
的
に
さ
れ
て
い

る
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
。
万

一
に
備
え
具
体
的
な
避
難
の
対
応

策
と
行
動
が
必
要
。

町
長　

原
子
力
災
害
対
策
指
針
の

改
定
に
よ
り
国
か
ら
避
難
等
の
必

要
性
が
示
さ
れ
た
場
合
は
、
県
等

関
係
機
関
と
連
携
し
避
難
体
制
の

構
築
を
図
る
。
ま
た
、
『
避
難
実

施
要
領
の
パ
タ
ー
ン
』
の
作
成
に

努
め
て
い
る
。

（
二
）
地
滑
り
対
策

　

問
　　

先
の
定
例
会
議
で
都
呂
々

の
町
道
ヒ
ビ
割
れ
が
大
規
模
な
地

滑
り
災
害
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
を

問
題
提
起
。
そ
の
後
の
取
組
は
。

町
長　

シ
ー
ト
で
覆
っ
て
い
る
。

災
害
申
請
へ
の
調
査
等
を
し
た
い
。

　

問
　　

広
域
基
幹
林
道
も
崩
壊
し

て
い
る
。
現
状
を
注
視
し
地
域
住

民
の
安
寧
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

町
長　

地
滑
り
面
の
特
定
と
発
生

要
因
の
観
測
を
継
続
す
る
。
県
と

安
全
の
確
保
を
図
る
。

（
一
）
Ｉ
Ｔ
社
会
へ
の
対
応

　

問
　　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
関
連
す
る

予
算
が
町
内
全
小
学
校
の
授
業
に

計
上
。
中
学
校
教
育
費
に
は
計
上

さ
れ
て
い
な
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

推
進
の
た
め
補
正
に
よ
り
必
要
額

を
計
上
す
べ
き
。

町
長　

本
年
度
は
予
算
計
上
し
て

い
な
い
が
、
小
学
校
で
の
導
入
成

果
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
な
る
べ

く
早
く
中
学
校
に
も
導
入
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
く
。

　

今
は
ど
の
家
庭
で
も
公
共
の
場

で
も
エ
ア
コ
ン
は
当
た
り
前
の
時

代
。
将
来
を
背
負
っ
て
い
く
大
事

な
大
事
な
子
供
た
ち
に
、
授
業
に

集
中
で
き
る
環
境
を
整
え
て
あ
げ

る
事
は
大
人
の
責
任
で
あ
り
、
行

政
の
責
任
で
あ
る
と
思
う
。
全
学

校
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
も
設
置
し
て

あ
る
の
で
、
電
気
代
は
そ
う
か
か

ら
な
い
は
ず
。
早
急
に
エ
ア
コ
ン

設
置
を
考
え
て
子
供
た
ち
の
学
習

環
境
を
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

エ
ア
コ
ン
設
置
に
ど
の
位
の
予
算

が
か
か
る
の
か
。

町
長　

こ
れ
ま
で
も
複
数
の
議
員

の
皆
さ
ま
か
ら
エ
ア
コ
ン
設
置
に

は
一
般
質
問
が
出
さ
れ
て
い
る
。

現
状
は
保
健
室
や
職
員
室
等
特
別

教
室
に
は
設
置
し
て
い
る
。
生
徒

の
疾
病
の
関
係
で
苓
北
中
学
校
普

通
教
室
１
教
室
に
は
設
置
し
て
い

る
。
本
年
度
は
更
に
教
室
に
設
置

予
定
で
あ
る
。
小
中
学
校
の
全
教

室
に
設
置
す
る
と
し
た
場
合
の
予

算
は
8
、
1
0
0
万
円
程
度
に
な

る
。
国
の
交
付
金
等
の
確
保
が
で

き
次
第
、
随
時
設
置
を
行
っ
て
い

く
。

　

問
　　

苓
北
中
学
校
は
統
合
し
た

学
校
な
の
に
校
舎
も
建
て
替
え
る

事
も
な
く
古
い
校
舎
の
ま
ま
で
あ

　

問
　　

27

年
3
月
議
会
で
も
質
問

を
し
、
今
ま
で
に
も
他
の
議
員
さ

ん
か
ら
も
出
さ
れ
て
い
る
。
前
回

の
私
の
質
問
に
対
し
、
町
長
は

「
苓
北
中
学
校
は
３
校
が
統
合
し

て
新
た
な
中
学
校
と
し
て
開
校
す

る
の
で
今
後
国
へ
要
望
、
申
請
を

行
う
予
定
で
あ
る
」
と
の
答
弁
だ

っ
た
が
、
２
年
を
経
過
し
て
い
る

が
国
へ
の
要
望
は
？

　

今
年
は
５
月
か
ら
真
夏
日
が
続

き
異
常
な
気
温
上
昇
に
な
っ
て
い

る
。
扇
風
機
は
回
っ
て
い
て
も
全

体
に
は
届
い
て
な
い
状
況
に
あ

る
。
特
に
苓
北
中
学
校
は
田
ん
ぼ

の
真
ん
中
、
に
お
い
や
虫
も
入
っ

て
き
て
、
暑
く
て
も
窓
を
閉
め
ざ

る
を
得
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

る
。
建
て
替
え
る
と
す
れ
ば
相
当

な
金
額
で
エ
ア
コ
ン
設
置
の
8
、

1
0
0
万
円
で
は
す
ま
な
い
は
ず

で
あ
る
。
そ
の
事
も
ふ
ま
え
て
設

置
を
。
町
長
の
公
約
で
あ
る
子
育

て
支
援
に
全
力
投
球
し
ま
す
と
の

面
か
ら
も
早
急
に
設
置
を
願
う
。

　

問
　　

今
年
度
か
ら
国
保
税
が
上

が
り
、
町
民
の
負
担
は
大
変
重
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
今
ま
で
も
議

会
の
度
に
町
民
の
健
康
の
向
上
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
質
問
も
出

て
い
る
。
町
民
か
ら
も
地
域
で
健

康
向
上
に
対
す
る
取
り
組
み
を
し

て
ほ
し
い
と
の
声
も
出
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
保
健
師
も
複
数
に
な

り
、
町
民
の
健
康
面
に
よ
り
細
か

く
対
応
で
き
る
と
町
長
は
言
わ
れ

て
い
た
が
、
今
年
度
新
た
な
計
画

や
取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。
町
民

が
健
康
に
な
る
事
で
健
康
寿
命
を

伸
ば
せ
て
、
国
保
の
負
担
も
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
町
民

検
診
の
状
況
も
教
え
て
ほ
し
い
。

町
長　

町
の
検
診
の
現
状
は
地
域

の
公
民
館
で
行
う
の
と
医
療
機
関

で
行
う
の
が
あ
る
。
近
年
の
町
民

の
死
亡
原
因
は
、
が
ん
、
心
臓
疾

患
、
脳
血
管
疾
患
が
全
体
の
６
割

を
占
め
て
い
る
。
検
診
結
果
で
保

健
指
導
等
も
や
っ
て
い
る
が
、
こ

こ
数
年
検
診
受
診
率
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
の
が
現
状
。
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
は
、
本
年
度
健
康
運

動
指
導
士
の
採
用
を
予
定
し
て
い

た
が
未
だ
採
用
に
至
っ
て
い
な

い
。
採
用
ま
で
の
間
、
後
期
高
齢

者
説
明
会
時
に
健
康
運
動
指
導
を

行
う
予
定
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
年
度
か
ら
国
保
連
合
会
の
保
険

者
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
支
援
シ
ス
テ
ム

が
充
実
し
、
ど
こ
の
医
療
機
関
を

受
診
し
て
い
る
か
、
長
期
入
院
の

方
、
高
額
医
療
の
方
、
心
血
疾
患

者
リ
ス
ト
、
重
複
受
診
リ
ス
ト
、

頻
回
受
診
リ
ス
ト
、
治
療
中
断
リ

ス
ト
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ト
が

抽
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
こ
の
リ
ス
ト
を
活
用
し
て
、

対
象
者
の
方
々
の
集
中
的
な
保
健

指
導
、
重
症
化
予
防
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

　

問
　　

運
動
を
し
た
ら
、
ポ
イ
ン

ト
制
に
し
て
加
算
を
し
て
い
く
期

間
と
上
限
を
決
め
て
お
い
て
、
溜

ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
町
内
の
商
店

で
買
い
物
が
で
き
る
。
ポ
イ
ン
ト

を
た
め
る
こ
と
で
楽
し
み
が
で
き

健
康
に
な
る
。
町
内
の
商
店
も
活

性
化
で
き
た
ら
い
う
こ
と
な
い
と

思
う
が
。
ぜ
ひ
実
行
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
栄
養
面
も
気
に
な
る
。
人

生
の
後
半
は
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取

量
が
少
な
く
な
り
栄
養
失
調
と
の

戦
い
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
10

品

目
食
品
群
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
な
ど

も
各
人
に
配
り
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

も
ら
う
。
そ
う
い
う
の
も
ぜ
ひ
活

用
し
て
ほ
し
い
。
今
、
全
国
各
地

で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
町
民
が
健

康
に
な
れ
ば
医
療
費
も
減
ら
せ

る
。
一
石
何
鳥
に
も
な
る
の
で
は

な
い
か
。

石 田 みどり議員

１
．小
中
学
校
の

各
教
室
に

エ
ア
コ
ン
設
置

２
．町
民
の
健
康
の

向
上
に
対
す
る

町
の
と
り
く
み

一
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
町
づ
く
り

二
、
町
民
に
や
さ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
町
づ
く
り

三
、
町
民
の
安
全
対
策

四
、
教
育
の
振
興
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都
呂
々
木
場
地
区
の

地
滑
り
の
現
状
と

今
後
の
対
応
は

補
正
予
算
と

財
政
の
健
全
化
に

つ
い
て

　

問
　　

2
0
1
1
年
3
月
11

日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
、
東

京
電
力
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所

事
故
の
影
響
で
12

年
5
月
に
は
国

内
全
て
の
原
子
力
発
電
所
が
停
止

さ
れ
た
。
こ
の
事
故
で
当
時
6
割

ほ
ど
占
め
て
い
た
火
力
発
電
は
一

気
に
9
割
程
度
ま
で
上
が
っ
た
。

　

し
か
し
、
16

年
、
地
球
温
暖
化

対
策
「
パ
リ
協
定
」
が
発
効
さ

れ
、
環
境
省
、
経
済
産
業
省
は
国

際
公
約
達
成
に
向
け
危
機
感
を
抱

い
て
い
る
。
石
炭
火
力
発
電
は
最

新
設
備
を
導
入
し
て
も
二
酸
化
炭

素
排
出
は
、
液
化
天
然
ガ
ス
の
二

倍
程
度
あ
り
計
画
中
の
約
40

基
程

が
稼
働
す
れ
ば
、
政
府
が
30

年
度

目
標
と
す
る
全
体
の
排
出
量
を
7

％
上
回
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

経
済
産
業
省
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
白

書
2
0
1
6
」
発
電
供
給
量
割
合

は
、
13

年
で
液
化
天
然
ガ
ス
46
・

1
％
、
石
炭
31

％
、
石
油
等
10
・

6
％
、
水
力
等
9
％
、
風
力
・
太

陽
光
な
ど
3
・
2
％
、
原
子
力
0

％
。
な
お
、
原
子
力
は
、
現
在
4

基
が
再
稼
働
し
て
い
る
。

　

苓
北
火
力
発
電
増
設
計
画
等
は

事
業
者
に
属
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
発
電
所
立
地
町
と
し
て
見

通
し
は
。

　
町

長　

現
在
、
環
境
省
で
は

2
0
3
0
年
の
国
全
体
の
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
目
標
（
13

年
比
で
26

％
削
減
）
を
15

年
7
月
に
国
際
公

約
に
掲
げ
、
そ
の
目
標
達
成
に
向

け
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
多
い

石
炭
火
力
発
電
を
縮
小
す
る
よ

う
、
経
済
産
業
省
と
電
力
業
界
に

再
三
要
請
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

し
か
し
、
15

年
4
月
に
作
成
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で
は
、

石
炭
火
力
発
電
の
効
率
化
を
図
る

た
め
複
合
発
電
な
ど
、
環
境
負
荷

の
低
減
と
両
立
し
な
が
ら
、
そ
の

有
効
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　

国
の
原
子
力
政
策
の
動
向
で
原

子
力
を
や
め
、
石
炭
と
複
合
発
電

な
ど
へ
舵
を
き
っ
た
な
ら
3
号
機

（
複
合
高
燃
焼
）
の
可
能
性
も
大

き
く
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
九
電

に
3
号
機
の
可
能
性
を
尋
ね
た

が
、
現
時
点
で
具
体
的
計
画
は
無

い
と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

　

問
　　

地
球
温
暖
化
抑
制
に
向
け

近
年
、
石
油
や
石
炭
な
ど
化
石
燃

料
を
抑
え
太
陽
光
や
風
力
発
電
な

ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
重
要
視

さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
本
町
へ
風
力
発
電
事
業

の
申
し
入
れ
が
富
岡
京
の
坪
付
近

（
19
・
6
K
W
）
、
志
岐
水
の
元
観

音
（
財
産
区
土
地
7
5
0
0
K
W

約
4
千
世
帯
分
）
付
近
が
あ
る
。

　

一
方
、
海
流
発
電
に
つ
い
て
今

年
秋
、
鹿
児
島
県
口
之
島
で
実
験

が
行
わ
れ
、
実
証
に
は
Ｉ
Ｈ
Ｉ
、

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
、
東
京
大
学
、
三
井
物

産
が
参
画
し
、
時
速
3
〜
4
ノ
ッ

ト
の
黒
潮
が
流
れ
る
海
域
。
実
用

機
1
0
0
0
K
W
の
二
基
で
発
電

コ
ス
ト
20

円
を
目
指
さ
れ
、
施
設

稼
働
率
は
高
く
、
太
陽
光
10

〜
15

％
、
風
力
20

〜
30

％
、
海
流
発
電

は
60

〜
70

％
と
安
定
稼
働
が
期
待

で
き
2
0
2
0
年
代
の
実
用
化
を

進
め
て
い
る
。

　

海
域
利
用
に
関
し
て
は
、
漁
業

関
係
者
や
地
域
住
民
の
ご
理
解
が

前
提
で
あ
り
、
ま
た
、
町
の
事
務

が
及
ば
な
い
分
野
で
も
あ
る
が
、

近
海
で
の
海
流
発
電
の
可
能
性
に

つ
い
て
町
長
の
見
解
は
。

町
長　

現
在
、
国
で
は
海
洋
エ
ネ

ル
ギ
ー
開
発
の
推
進
を
図
る
た

め
、
平
成
25

年
4
月
に
「
海
洋
基

本
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
、
実
証

実
験
を
公
募
し
、
和
歌
山
県
紀
伊

半
島
沖
で
黒
潮
を
利
用
し
た
海
流

発
電
計
画
の
実
施
に
向
け
検
討
委

員
会
を
設
置
し
た
と
聞
い
て
い

る
。
検
討
委
員
会
で
は
、
船
舶
往

来
や
漁
場
へ
の
影
響
調
査
、
ま

た
、
発
電
の
要
と
な
る
海
流
も
年

に
よ
っ
て
流
れ
る
場
所
や
強
さ
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
い
う
海

洋
調
査
デ
ー
タ
も
あ
り
、
海
流
を

ど
こ
ま
で
効
率
的
に
捉
え
て
安
定

的
な
発
電
が
で
き
る
か
ど
う
か
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
後
で
協
議
の
と
き
話
し

ま
す
が
、
本
町
に
は
も
っ
と
大
き

い
風
力
発
電
が
来
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
苓
北
近

海
で
の
海
流
発
電
の
可
能
性
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
実
証
実
験
の
動

向
に
よ
り
可
能
性
を
検
討
し
た

い
。

　

問
　　

　

３
月
の
定
例
会
で
、
災
害
発
生

時
に
於
け
る
職
員
の
初
動
対
応
確

認
の
た
め
に
梅
雨
に
入
る
前
に
参

集
訓
練
の
行
動
を
要
請
し
た
。

●
早
速
４
月
18

日
早
朝
抜
き
打
ち

の
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。
職
員
の

防
災
意
識
の
高
揚
と
迅
速
な
対
応

に
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
検
証
で

得
た
成
果
と
今
後
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

町
長　

　

訓
練
で
は
、
全
職
員
を
配
置
す

る
非
常
体
制
を
想
定
し
、
緊
急
の

連
絡
、
参
集
指
示
を
行
い
、
参
集

ま
で
の
時
間
把
握
を
行
っ
た
。
結

果
は
、
35

分
ま
で
に
参
集
を
完
了

し
全
職
員
が
迅
速
に
対
応
で
き
る

と
判
断
し
た
。

　

非
常
時
に
於
け
る
緊
急
連
絡
、

配
置
、
並
び
に
災
害
対
策
本
部
の

組
織
体
制
及
び
分
掌
事
務
等
に
つ

い
て
再
確
認
を
行
っ
た
。

　

今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
を
想

定
し
た
訓
練
の
取
り
組
み
を
継
続

し
実
施
し
て
い
く
。

　

問
　　

　

一
般
会
計
に
於
い
て
、
平
成

25

・
26

・
27

年
度
過
去
３
年
間
何

れ
も
単
年
度
実
質
収
支
赤
字
と
な

っ
て
お
り
財
政
状
況
の
見
通
し

は
、
大
変
厳
し
い
と
意
見
を
述
べ

て
き
た
。

●
平
成
28

年
度
出
納
閉
鎖
を
終
え

た
ば
か
り
だ
が
単
年
度
実
質
収
支

の
見
込
み
は
。

●
本
町
の
財
政
健
全
化
で
大
き
な

要
因
は
、
議
会
毎
の
補
正
予
算
に

発
す
る
。
補
正
と
は
、
緊
急
か
つ

法
的
な
改
正
に
よ
る
金
額
の
変
更

が
通
常
の
あ
り
方
で
あ
る
。
当
初

計
上
予
定
を
補
正
で
対
応
す
る
と

し
た
事
業
は
な
か
っ
た
か
あ
る
い

は
今
後
予
定
は
。

●
起
債
の
借
り
入
れ
に
つ
い
て
は

当
初
で
は
、
借
入
額
よ
り
元
金
償

還
額
が
多
く
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
決
算
に
お
い
て
は
、
26

・
27

年
度
何
れ
も
反
し
た
状
況
で
あ

る
。
各
種
事
業
成
り
立
ち
に
よ
る

結
果
で
は
あ
る
が
再
考
を
要
す
る

と
解
す
る
。

町
長　

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
28

年
度
に
つ

い
て
も
実
質
単
年
度
収
支
は
、
赤

字
で
あ
る
。

　

補
正
予
算
に
対
す
る
考
え
方

は
、
予
算
編
成
要
領
で
定
め
て
い

る
「
制
度
改
正
、
社
会
保
障
に
要

す
る
経
費
、
災
害
対
応
に
要
す
る

経
費
」
の
み
対
応
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

補
正
に
て
対
応
し
た
事
業
と
し

て
は
、
緊
急
防
災
関
連
・
河
川
防

災
（
小
路
川
改
修
）
・
災
害
復
旧

事
業
等
を
提
案
し
た
。

　

29

年
度
は
、
今
回
の
漁
港
整
備

（
坂
瀬
川
漁
港
）
そ
の
他
都
市
再

生
事
業
に
つ
い
て
は
、
決
定
通
知

後
補
正
で
対
応
し
た
い
。

　

起
債
に
つ
い
て
は
、
財
政
健
全

化
に
向
け
最
重
要
と
理
解
し
て
い

る
。
残
高
減
少
を
念
頭
に
執
行
に

努
め
て
い
く
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
災
害
及
び
、

経
済
状
況
に
併
せ
柔
軟
に
対
応
し

た
い
。

再
問
　
　

　

29

年
度
の
起
債
額
に
お
い
て

も
、
今
回
報
告
が
あ
る
28

年
度
繰

越
明
許
費
及
び
補
正
に
係
る
額
及

び
、
今
後
想
定
さ
れ
る
災
害
復
旧

費
等
を
考
え
る
と
今
年
度
も
借
入

額
よ
り
償
還
額
を
多
く
す
る
の
は

難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

　

事
業
の
再
考
も
必
要
で
あ
る
。

答
弁　

　

繰
越
明
許
費
は
、
当
初
予
算
に

於
い
て
考
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

事
業
に
つ
い
て
も
、
補
正
あ
り
き

と
し
た
考
え
で
は
な
く
こ
れ
ま
で

以
上
な
認
識
を
も
っ
て
予
算
の
執

行
に
努
め
て
い
く
。
基
本
的
に

は
、
国
の
経
済
対
策
の
中
で
、
町

に
と
っ
て
有
利
な
事
業
に
つ
い
て

は
起
案
を
議
会
に
諮
っ
て
い
く
。

　

問
　　

　

現
地
の
被
災
を
確
認
し
た
。
広

域
基
幹
林
道
で
は
、
法
面
の
崩
壊

む
ろ
ん
斜
面
の
崩
落
が
進
み
い
ま

だ
被
災
そ
の
も
の
が
続
い
て
い

る
。
路
体
に
も
多
大
な
影
響
が
あ

る
と
懸
念
を
も
つ
た
。

善
亀
線
は
、
被
災
箇
所
に
シ
ー
ト

を
被
覆
し
状
況
悪
化
対
策
が
講
じ

て
あ
る
。
位
置
か
ら
し
今
す
ぐ
に

は
、
付
近
の
住
宅
に
影
響
は
な
い

が
、
今
後
の
増
破
次
第
で
は
無
い

と
は
言
え
な
い
。
現
状
と
今
後
の

復
旧
計
画
は
。

　

林
道
は
、
調
査
が
行
わ
れ
て
い

る
。
現
状
を
知
ら
せ
る
上
か
ら
も

早
急
に
住
民
説
明
会
を
要
望
す

る
。

町
長　

　

広
域
基
幹
林
道
・
町
道
善
亀
線

い
ま
だ
被
災
状
況
が
続
い
て
い
る

調
査
し
収
束
を
確
認
し
具
体
的
な

対
策
に
取
り
組
む
。

髙 戸 幸 雄 議員

災
害
発
生
時
に
お
け
る

職
員
参
集
訓
練
の

結
果
は
　

○苓北火力発電３号機の可能性は

○再生エネルギーの取り組みについて
　　　　　苓北近海での海流発電の可能性は

倉 田 　 明 議員

現
時
点
具
体
的
計
画
無
い

実
証
実
験
の
動
向
で
検
討
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